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　オンライン診療は、2018（平成 30）年 4 月の診療報酬改定で
新設され、2020（令和 2）年からの新型コロナウイルス感染症の
感染拡大を受けて、急速に普及しました。2023（令和５）年 7 月
末をもって新型コロナの特例措置は終了しましたが、オンライン
診療は広く認知され、医師、患者および関係者が安心できる適切
なオンライン診療の普及が求められています。オンライン診療の
診療報酬上の評価とその変遷、適切な実施方法等をみていきます。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が

可
能
と
な
る
ま
で
の
経
緯
は

　
情
報
通
信
機
器
を
応
用
し
、
診
療
の
支
援
に
用
い

る
「
遠
隔
医
療
」
に
は
、
医
師
等
の
医
療
従
事
者
間

で
行
わ
れ
る
も
の
（
遠
隔
病
理
画
像
診
断
等
）
と
、

医
師
と
患
者
間
で
行
わ
れ
る
も
の
（
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
等
）
が
あ
る
が
、
医
師
と
患
者
間
で
行
わ

れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て
は
、
無
診

察
治
療
等
を
禁
じ
て
い
る
医
師
法
第
20
条
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
適
切
に
実
施
さ
れ
る
限

り
同
条
に
抵
触
し
な
い
こ
と
が
１
９
９
７

（
平
成
９
）
年
の
厚
生
省
健
康
政
策
局
長
通

知
（
※
1
）
等
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通

知
で
は
、
初
診
や
急
性
期
疾
患
の
患
者
に
つ

い
て
は
対
面
診
療
が
原
則
で
、遠
隔
医
療
は
、

離
島
・
へ
き
地
な
ど
往
診
や
来
診
が
困
難
な

場
合
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
等

と
示
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に
同

通
知
は
一
部
改
正
さ
れ
、
対
面
診
療
と
適
切

に
組
み
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
場
合
に
遠
隔
診

療
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
患
者
と
し
て
、

①
在
宅
酸
素
療
法
を
行
っ
て
い
る
患
者
、

②
在
宅
難
病
患
者
、
③
在
宅
糖
尿
病
患
者
、

④
在
宅
喘
息
患
者
、
⑤
在
宅
高
血
圧
患
者
、

⑥
在
宅
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
患
者
、
⑦
褥
瘡

の
あ
る
在
宅
療
養
患
者
、
を
例
示
し
た
。
さ

ら
に
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
の
同
通
知

の
改
正
で
は
、
対
象
患
者
と
し
て
⑧
在
宅
脳

血
管
障
害
療
養
患
者
、
⑨
在
宅
が
ん
患
者
の

２
つ
を
加
え
、
適
用
地
域
の
規
制
も
撤
廃
し

て
い
る
。

　
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
の
事
務
連
絡
で
は
、
そ

れ
ま
で
例
示
さ
れ
た
疾
患
（
患
者
）
は
あ
く
ま
で
も

例
示
で
あ
る
こ
と
、
遠
隔
医
療
は
対
面
診
療
を
行
っ

た
う
え
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
明
確
化
し

た
。
２
０
１
７（
平
成
29
）年
の
事
務
連
絡
で
は
、「
遠

隔
診
療
だ
け
で
完
結
す
る
禁
煙
外
来
」、
遠
隔
診
療

に
お
い
て
電
子
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

オンライン診療の普及と
適切な実施に向けて

※ 1…「情報通信機器を用いた診療（いわゆる「遠隔診療」）について」（平成９年 12 月 24 日健政発第 1075 号厚生省健康政策局長通知）
　　　 https://www.mhlw.go.jp/bunya/iryou/johoka/dl/tushinki01.pdf　　　
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「オンライン診療の適切な実施に関する指針」策定
•再診でのオンライン診療は可能だが、原則初診は不可。

「規制改革実施計画」閣議決定
•オンライン診療の特例措置の恒久化の方針

指針の一部改訂
•一定の要件を満たし、医師が可能と判断した場合には、初診
からのオンライン診療が認められた

新型コロナの時限的・特例的取扱い
（４月10日付け事務連絡）

•医師が可能と判断した場合には、初診からのオンライン診療
・電話診療が認められた。

新型コロナの診療報酬の特例措置
（４月10日付け事務連絡）

平成30年度診療報酬改定
•「オンライン診療料」を新設（対象は再診のみ）
•対象疾病は限定的で、緊急時対応の要件など厳しい条件
あり。

令和４年度診療報酬改定
•指針の改定を踏まえオンライン診療の評価を新設
　▶初診：診療報酬の評価を新設
　▶再診：対象者の制限を緩和し、緊急時対応の要件
　　　 　等を撤廃。

制度（医師法など） 診療報酬
平成30年３月

　　　　  ４月

令和  ２年４月

令和  ３年６月

令和  ４年1月

令和  ４年４月

オンライン診療にかかる評価の経緯表 1

規制改革推進会議 健康・医療・介護ワーキング・グループ（令和５年12月18日）資料1－2より



行
う
べ
き
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
た
め
の

医
師
非
常
駐
の
診
療
所
の
開
設
も
可
能
に

　
ま
た
、
国
の
規
制
改
革
会
議
の
健
康
・
医
療
・
介

護
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
２
０
２
３
（
令
和
５
）

年
12
月
18
日
／
第
４
回
）
の
議
論
で
は
、
遠
隔
医
療

の
さ
ら
な
る
活
用
を
進
め
る
た
め
、
長
時
間
に
わ
た

り
滞
在
す
る
通
所
介
護
事
業
所
等
も
、
居
宅
と
同
様

に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
を
明

確
化
す
る
こ
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
た
め
の
医
師

非
常
駐
の
診
療
所
に
つ
い
て
、「
へ
き
地
等
」
の
地

域
限
定
を
廃
止
し
、
必
要
性
に
応
じ
都
市
部
を
含
め

開
設
を
可
能
と
す
る
方
向
性
が
厚
生
労
働
省
か
ら
示

さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
１
月
16
日
の

厚
生
労
働
省
医
政
局
総
務
課
長
通
知
「
特
例
的
に
医

師
が
常
駐
し
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
た
め
の
診
療

所
の
開
設
に
つ
い
て
」
で
は
、
①
必
要
性
が
あ
る
と

認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
特
例
的
に
、
医
師
が
常

駐
し
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
た
め
の
診
療
所
の
開

設
を
認
め
る
、
②
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
よ
っ
て
住
民

の
受
診
機
会
が
確
保
さ
れ
る
と
必
要
性
を
認
め
た
場

合
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
病
院
ま
た
は
診

療
所
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
定

期
的
に
反
覆
継
続
（
お
お
む
ね
毎
週
２
回
以
上
）
し

て
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
場
合
ま
た
は
一
定
の
地
点

に
お
い
て
継
続
（
お
お
む
ね
３
日
以
上
）
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
診
療

所
開
設
の
手
続
き
を
要
し
な
い
場
合
が
あ
る
、
と
示

し
た
。

ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
が
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と

も
示
し
て
い
る
。

　
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
3
月
に
は
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
適
切
な
実
施
に
関
す
る
指
針
」（
以
下
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
指
針
」
※
2
）
が
示
さ
れ
、
ま

た
同
年
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
「
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
料
」
等
が
新
設
さ
れ
た
（
表
１
参

照
）。
こ
の
時
点
で
は
、
初
診
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
は
原
則
と
し
て
不
可
、
ま
た

対
象
疾
患
は
限
定
的
で
、
緊
急
時
対
応
の

要
件
等
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
4
月
10
日
付
け
事
務
連
絡
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
際

し
て
の
電
話
や
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た

診
療
等
の
時
限
的
・
特
例
的
な
取
扱
い
に

つ
い
て
」
に
よ
り
、
医
師
が
医
学
的
に
可

能
と
判
断
し
た
場
合
、
初
診
か
ら
の
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
・
電
話
診
療
が
時
限
的
・
特

例
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
6
月
18
日
に

は
、「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
特
例
措
置

を
恒
久
化
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
１
月

に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
指
針
の
一
部
改
訂
が

行
わ
れ
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、
医
師

が
可
能
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
初
診
か

ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
の
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
の

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
同
指
針
の
改
訂
を

踏
ま
え
、
①
初
診
の
評
価
を
新
設
、
②
再

診
の
対
象
者
の
制
限
を
緩
和
し
、
緊
急
時
対
応
の
要

件
等
を
撤
廃
（
平
時
に
お
い
て
も
初
診
か
ら
の
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
可
能
に
）
し
た
（
表
２
参
照
）。

　
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
指
針
は
２
０
２
３
（
令

和
５
）
年
3
月
に
も
改
訂
さ
れ
、
適
切
な
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
と
本
人
確
認
（
患
者
、医
師
）
の
実
施
方
法
、

※ 2…「オンライン診療の適切な実施に関する指針」（平成 30 年３月、令和５年３月一部改訂、厚生労働省）
         https://www.mhlw.go.jp/content/000889114.pdf（以下、図のリンク先）
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•オンライン診療に係る研修の受講
•３月に１回は対面診療が必要
•対象患者は特定疾患療養管理料等を
算定している患者等に限定。
•緊急時に概ね30分以内に対面診療
が可能であること。
•再診料などの算定回数のうち、オンラ
イン診療料の算定回数の割合が１割以
下であること。

オンライン診療料　71点
（月１回に限る）

ー

•オンライン診療に係る研修の受講
（R3.3.31まで受講猶予）

再診料　73点
外来診療料　74点

初診料　214点

（下記以外の導入時の要件を撤廃）
•オンライン診療に係る研修の受講

（情報通信機器を用いた）
再診料　73点
外来診療料　73点

（情報通信機器を用いた）
初診料　251点

コロナ前
（H30.4.1～、　　　　　　
　　　　　R２改定で一部改定）

初　診　料

再診料等

施設基準等

コロナ特例
（R2.4.10～R5.7.31）

R4改定後
（R4.4.1～）

オンライン診療にかかる診療報酬上の評価の変遷表 2

規制改革推進会議 健康・医療・介護ワーキング・グループ（令和５年12月18日）資料1－2より



地
域
に
根
ざ
し
た
高
齢
者
福
祉
、

障
害
福
祉
事
業
を
展
開

　

神
奈
川
県
愛
甲
郡
愛
川
町
に
あ
る
社

会
福
祉
法
人
愛
川
舜
寿
会
は
、「
共
生
・

寛
容
・
自
律
」
と
い
う
法
人
理
念
の
も

と
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高
齢
者
福
祉
、

障
害
福
祉
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

開
設
施
設
は
、
愛
川
町
に
お
い
て
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
ミ
ノ
ワ
ホ
ー
ム
」

と
、
厚
木
市
に
認
可
保
育
所
「
カ
ミ
ヤ

ト
凸
凹
保
育
園
」
を
運
営
。
定
員
58
人

の
特
養
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

運
営
す
る
ほ
か
、
平
成
24
年
か
ら
生
活

困
窮
者
支
援
事
業
の
「
か
な
が
わ
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
開
始
し
て
い
る
。

ま
た
、
認
可
保
育
所
で
は
、
児
童
発
達

支
援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
障
害
児
通
所
支
援
事

業
所
「
カ
ミ
ヤ
ト
凸
凹

文
化
教
室
」を
併
設
し
、

保
育
と
療
育
を
一
体
的

に
提
供
す
る
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
保
育
を
実
践
し

て
い
る
。

　

現
理
事
長
の
馬
場
拓

也
氏
は
、
世
界
的
に
知

ら
れ
る
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ

ン
ド
を
退
職
後
、
平
成

25
年
か
ら
理
事
長
に
就

任
し
、新
た
に「
地
域
の

人
々
と
、
ケ
ア
を
起
点

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
再
構
築
し
、
社
会
を

ヒ
ラ
キ
”や
さ
し
く
“す

る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
、
先
進
的
な
視

点
で
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
る
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
運
営
す
る
特
養
で
は
利
用

者
が
ま
ち
の
動
線
と
交
わ
れ
る
よ
う

に
、
施
設
と
道
路
の
間
に
あ
っ
た
約
80

メ
ー
ト
ル
の
壁
を
取
り
払
っ
て
庭
を
つ

く
り
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
に

も
開
放
し
た
。
閉
鎖
さ
れ
た
空
間
で
は

な
く
、
利
用
者
と
地
域
住
民
の
双
方
に

施
設
や
地
域
で
の
生
活
を
見
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
高
齢
者
や
障

害
を
も
つ
人
た
ち
へ
の
理
解
が
高
ま

り
、
日
常
的
な
交
流
が
生
ま
れ
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。

地
域
共
生
文
化
拠
点

「
春
日
台
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

　

さ
ら
に
、
同
法
人
は
令
和
4
年
3
月

に
愛
川
町
の
公
募
事
業
の
採
択
を
受

け
、「
春
日
台
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
た
。

　

同
施
設
は
、
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
放

コミュニティの中心であった
施設跡に共生型施設を運営

　福祉医療機構では、地域の福祉医療基盤
の整備を支援するため、有利な条件での融
資を行っています。今回は、その融資制度
を利用された神奈川県愛甲郡愛川町にある

「春日台センターセンター」を取りあげま
す。同施設は、認知症グループホーム、小
規模多機能型居宅介護、放課後等デイサー
ビス、就労継続支援を併設した地域共生文
化拠点となっています。施設概要や実践す
る取り組みについて取材しました。

— 神奈川県愛甲郡愛川町・社会福祉法人愛川舜寿会 春日台センターセンター —
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施設の概要施設の概要

〒 243−0302
神奈川県愛甲郡愛川町春日台 3 丁目 6−38
  TEL   046−280−4822　
  URL   https://aikawa-shunjukai.jp/

開　　設：令和 4 年 3 月
理 事 長：馬場　拓也
併設施設：認知症グループホーム（定員 18 人）、

小規模多機能型居宅介護（定員25人）、
放課後等デイサービス（定員 10 人）、
就労継続支援 A・B 型事業所（定員各 10 人）

法人施設：�特別養護老人ホーム「ミノワホーム」（入所定員 58 人）、認可保育所「カミヤト
凸凹保育園」（定員 90 人）、放課後等デイサービス「カミヤト凸凹文化教室」（定
員 10 人）

社会福祉法人 春日台センターセンター愛 川 舜 寿 会
　　　　　　 　　　　



〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13ヒューリック神谷町ビル9階
独立行政法人福祉医療機構 総務部 広報課
TEL：03-3438-9240 fax：03-3438-9949
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